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学校法人 大阪キリスト教学院 幼稚園型認定こども園 聖愛幼稚園 

2021 年度 事業報告書 

【2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日】 

１．事業報告 

①法人の概要 

〇名称：学校法人大阪キリスト教学院 幼稚園型認定こども園 聖愛幼稚園 

〇住所：大阪市阿倍野区丸山通１丁目 3 番 61 号 

     電話番号 06－6651－8039 

     FAX   06－6651－8039 

     ホームページ http://www.seiai-kindergarten.jp/ 

〇定員：170 名（内、1 号こども 130 名、2 号こども 40 名） 

〇教職員の状況 

   園長 1 名  主任 1 名 学級担任 8 名 職員 1 名 

② 事業の概要 

〇本園の教育目的及び方針 

キリスト教精神に基づき、幼児期より宗教心を育み命の大切さや感謝の心を育てる

保育を行っています。園児ひとりひとりの個性を大切にし、幼児が遊びの中で主体

性を発揮し、心の通う保育をすすめます。また、集団生活の中で感謝、思いやり、勇

気、責任感、探究心、忍耐、協調性などの自主性、社会性の小さな芽を育みます。幼

児ひとりひとりが喜びにあふれ、心満たされる園生活の中で健康で心豊かに神と人

とに愛され、喜ばれる人として成長できるような保育を目指しています。 

 

〇在園児数(2023 年 3 月 1 日現在) 

3 歳児：54 名(2 クラス) 内 2 号こども 12 名 

    内満 3 歳児 2 名 

4 歳児：41 名(2 クラス) 内 2 号こども 10 名  合計 153 名 

5 歳児：58 名(2 クラス) 内 2 号こども 13 名 

   ＊大阪市より特別要支援児受入推進園の認定を受けています。 

〇開園時間  月～土  7：30～19：00 

〇休園日 日曜、祝日、夏季(8 月 13 日～15 日) 

年末年始(12 月 29 日～1 月 4 日)、創立記念日（4 月 1 日） 

 

〇保育時間  

(1)1 号こども （夏・冬・春休みをのぞく） 

月・火・木・金   9：00～14：00 

水      9：00～12：00 

土      休 園 



  (2)２号こども。(ただし新２号こども・預かり保育も２号こどもに準じる) 

月～金  早朝保育 7：30～9：00  保育終了後～19：00 

土        7：30～16：00       

 

〇保育料及び諸経費 

保育料：無償 

教育充実費：5,000 円(毎月) 

ＰＴＡ会費：年 7,000 円 

 

〇入園時書費用 

入園手数料：20,000 円 

施設費：30,000 円 

用品及び制服代：約 35,000 円 

 

〇その他 子育て支援等 

２歳児クラス(りす組)・・・毎日コース・月木コース・火金コース 

園庭開放      ・・・毎週水曜日 9：30～15：00 

図書室開放『絵本大好き』・・・月 1 回水曜日 9：30～10：30 

子育てサークル『みんなにこにこ』・・・年間 12 回 

バイブルクラス『みぎわかい』・・・月 1 回 水曜日 10：30~12：00  

子育て相談室・・・『ふれあい喫茶』月 1 回 水曜日 9：30～12：00 

電話相談 月～金 9：30～16：00 

キンダ―カウンセラーによる相談 月 1 回 9：30～16：30 

 

〇行事の実施状況 

4 月 入園式、イースター 

5 月 りす組スタート 

クラス参観、PTA 総会 

森の幼稚園(年長)、園外保育(年中) 

歯科・眼科・内科・耳鼻科検診、尿検査 

6 月 花の日礼拝 

園外保育(じゃがいも掘り)、森の幼稚園(年中)、親子登園日 

個人懇談会、プール開き 

7 月 宿泊保育(年長) 、プール登園 

8 月 夏休み、プール開放 

9 月 祖父母の日、入園説明会、森の幼稚園(年長・年少) 

   一日動物園⇒2 月に延期 

10 月 運動会、夕涼み会(秋まつり)、教会学校出席 



園外保育(いもほり・みかん狩り：全学年)、親子遠足(天王寺動物園) 

2 歳児クラス説明会 

   11 月 新入園児面接、収穫感謝祭、森の幼稚園(全学年) 

   12 月 クリスマス会、PTA クリスマス会、未就園児クリスマス会 

    1 月 園外保育(プラネタリウム：年長)、森の幼稚園(全学年) 

おもちつき→中止、 

       PTA 主催「マリンバコンサート」 

    2 月 一日動物園、お別れ遠足(京都水族館)、雪遊び(年長) 

一日入園 

       PTA 講演会「いのちのおはなし」 

3 月 お別れ会、卒園式、終了式 

 

  



2022 年度関係者評価 

・昨年に比べ、多くの行事ができてよかった。 

・役員同士も対面で話す機会が毎月あり、よいつながりができた。 

・よい雰囲気の中、それぞれが得意なことや時間を分担して活動できた。主体的に活動できたと思う。学

年を越えて親睦を深められた。 

・今年度は引継ぎが行われなかったが、あったほうがよかった。保護者の負担の偏りがないように、２年

目のお母さんがいるとうれしい。 

・行事も昨年よりもたくさん行えた。前例のデータはコロナ前のものが多く、参考にならない部分が多か

った。→今年度は記録をしっかり残しておく。 

・年間スケジュールがあればいい。雛型を利用して負担を減らしたい。行事日程だけでなく、準備にかか

る期間について分かるものがあればなおよかった。 

・活動を通して、園でのこどもの様子や先生方の運営の様子、これまでの PTA の運営が知れてよかった。

園への感謝が増した。 

・普段あまり顔を合わせない１号・２号、それぞれの保護者のことも知ることができた。 

・こどもにとっても、「お母さんが園に来て、何かしている」という姿を見せることができてよかった。

子どもの思い出になるような行事ができたことがうれしい。 

・下の子連れの人も多く安心した。子連れでも協力して活動ができた。 

・委員募集はスムーズに余裕をもって進められるように、もっと早い時期がいい。 

・会計について、中間決済や予算案の見直しなどは毎年しっかり行ったほうがよい。 

・封筒や切手など、少額でも私物を使うのはよくない。習慣化させないためにも、少額でも会計に申請す

るとよい。 

・コロナのこともあり、前半にあまり催しができず、もったいなかった。行事が後半に集中し過ぎた。 

・園行事は、ほとんどしていただき感謝しかない。 

・仕事しながらの活動スケジュールが大変だった。今後はより、小さい子がいても仕事していても活動で

きるような組織にしたい。 

・過去の実行委員とクラス委員の制度から、クラス委員のみに移行したが、行事を行うには人数が足りな

いと感じた。行事当日だけでなく、準備段階からボランティアを募集していきたい。 

・会長は例年、園が声掛けした‘お父さん’にお願いしていたが、今は性別にこだわる必要もない。行事

での挨拶役だけでなく、日々の委員会活動をしている人が会長になったほうがよい。役員と同じく立候

補制に変えてみる。 

・クリスマスプレゼント係は、材料の在庫確保が大変だった。次の年に伝えたい。 

・講演会などの行事は、当日の参加も可能にしたほうが行事に参加しやすい。手伝い係も当日募集しても

よい。 

・今後は保護者向けの親睦を深められるような行事もあるといい。 

・役員を経験した保護者は、いいところを伝えてほしい。活動は「昨年以上のもの」を目指して、‘やり

すぎ’になることを避け、楽しめる活動にしましょう。 

  



 

〇２０２２年度 学校関係者評価委員氏名 

 

氏名 備考 

山本 真稔 現 PTA 委員長 

金澤 美公 現 PTA 副委員 

川野 公仁子 現 PTA 副委員 

赤澤 那名 現 PTA 書記 

平田 景子 現 PTA 書記 

徳永 浩子 現 PTA 会計 

武内 未麻 現 PTA 会計 

北川 あかね 現 PTA 委員 

恒藤 麻理子 現 PTA 委員 

加藤 麻理子 現 PTA 委員 

森田 帆香 現 PTA 委員 

松田 彩菜 現 PTA 委員 

山田 鴻嘉 現 PTA 委員 

学校法人 大阪キリスト教学院 

聖愛幼稚園     

  



２０２２年 里山活動(森の幼稚園)報告 

 

活 動 名 日 時 参 加 者 ね ら い 活 動 内 容 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』（年長児） 

5/6(金) 

 

教師 6名 

結の里スタッフ 2名 

年長 2 クラス 

自然の中で伸び伸びと体を

動かし、充実感を味わう。 

・山探検 

・田んぼで泥遊び 

・カエル探し・遊ぶ 

じゃがいも掘り 

『喜志フィールド』 

6/3(金) 

 

教師 6名 

桃花塾スタッフ 1名 

年長 2 クラス 

・友達と一緒に収穫する喜

びをあじわう。 

・土の感触をあじわったり、

虫や草花に触れることを楽

しむ。 

・じゃがいもを収穫する 

・畑のまわりで遊ぶ(虫探し・鬼ごっ

こなど) 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』（年中児） 

6/17(金) 教師 5名 

結の里スタッフ 2名 

年中 2 クラス 

・自然の中で友達と思い切

り、心と体を使って遊ぶ心

地よさをあじわう。 

・森散策 

・川遊び 

 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』（年長・年少児） 

9/16(金) 

9/22(木) 

教師 7名 

結の里スタッフ 2名 

年長 1 クラス 

年少 1 クラス 

(年長) 

・初秋の中で、友達と伸び

伸びと心と体を動かし、

自分なりに挑戦しようと

する。 

(年少) 

・森の自然の中で、先生や

友達と遊ぶことを楽し

む。 

・山散策 

・川遊び 

 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』打ち合わせ 

10月 電話にて、谷氏と打ち

合わせ 

 ・当日安全に楽しく過ごすための活

動 

内容・時間・ルートを相談する。 

さつまいも掘り 

『喜志フィールド』 

(年長・年中 

各 1 クラス) 

10/13(木) 

10/14(金) 

 

教師 6名  

桃花塾スタッフ 2名  

年長 1 クラス・年中 1

クラス 

 

・サツマイモを収穫すること

を楽しむ。 

・秋の自然の中、喜んで遊

ぶ。 

・バスや公共のマナーを守

って行動する。 

・サツマイモを収穫する。 

・畑の周りを散策する。 

・秋の自然を味わう。 

みかん狩り 

『上ノ太子フィール

ド』(年長・年中・年

少各 1 クラス) 

10/28(金) 

10/31

（月） 

 

 

教師 8名  

年長・年中・年少各 1

クラス 

 

・みかんを収穫することを

楽しむ。③④⑤             

・秋の自然を味わう③④⑤ 

・異年齢の友達に優しくす

る。④⑤ 

・アスレチックに挑戦しなが

ら友達といっしょに体を

動かす楽しさを味わう。

⑤ 

・みかんを収穫する。 

・みかん山の周りを散策する 

・秋の自然を味わう。 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』(年中 2 クラス) 

11/8（火） 教師 6名 

年長児 2 クラス 

・いろいろな活動を通して、

秋の自然を五感で感じな

がら遊ぶ心地よさをあじ

わう。 

 

・森の中で友達や先生と思い切り

遊ぶ。 

・秋の自然を感じる、探す。 

・森の中で自分で挑戦してみる。 



森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』(年長 2 クラス) 

11/11(金) 教師 6名 

年長２クラス 

・秋の自然を感じながら、森

の中で友達と様々な発見を

し、全身を使って遊ぶことを

楽しむ。 

・森の中で友達や先生と思い切り

遊ぶ。 

・秋の自然を感じる。 

・森の中で自分なりに挑戦してみ

る。 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』(年少 2 クラス) 

11/25(金) 教師 8名 

年少 2 クラス 

・秋の自然に触れ、思い切

り遊ぶことを楽しむ。 

・森の中で友達や先生と思い切り

遊ぶ。 

・秋の自然に気付く。 

 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』(年長 2 クラス) 

1/19（木） 教師 6名 

年長 2 クラス 

・冬の自然の中で、友達と

一緒に協力し、発見や喜

びを共有することを楽し

む。 

 

・森の中で友達や先生と思い切り

遊ぶ。 

・冬の自然を五感で感じる。 

・友達と一緒に挑戦してみる。 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』(年中 2 クラス) 

1/24（火） 教師 6名 

年長 2 クラス 

 

・冬の自然の中で友達と

様々な発見をしたり、全

身を使って遊んだりする

ことを楽しむ。 

 

・森の中で友達や先生と思い切り

遊ぶ。 

・冬の自然を感じる。 

・自分なりに挑戦してみる。 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』(年少 2 クラス) 

1/27（金） 教師 6名 

年長 2 クラス 

 

・体を使って遊ぶ中で、冬

の自然を感じながら楽し

む。 

・森の中で友達や先生と思い切り

遊ぶ。 

・冬の自然に気付く。 

・挑戦する気持ちを持つ。 

 

森の幼稚園 

『結の里フィール

ド』(有志) 

3/18(土) 教師 4名 

保護者・園児・きょうだ

い・未就園児 

・春の森を感じよう。 

・いつも行ってる森を散策し

てみよう。 

・森のお手伝いをしよう。 

・春の森を心と体で感じてみよう。 

・いつも子ども達が体験している森

を保護者の人にも感じてもらお

う。 

・切った木を運んでみよう。 

 

 


